日本の法律体系における契約法の位置付け
長光正明Copyright（C）Masaaki Nagamitsu 2004
公　　法





私　　法





身分関連





財産関連





物　　権





債　　権





契　　約


（１３種類）





不法行為





事務管理





不当利得





その他


贈与　交換　雇用　和解　寄託


組合　終身定期金





委　　任





請　　負





貸　　借





売　　買





双務契約


有償契約


諾成契約


有因契約


となる





双務契約：相互に対価的意義を持つ債務を負担する契約。


有償契約：契約当事者が相互に対価的意義を有する出捐をする契約（双務契約は全て有償契約）。


諾成契約：合意だけで成立する契約。合意の他に一方当事者が物の引渡しその他の給付をすることが成立要件とするのが要物契約（貸借など）。


有因契約：債務とそれを成立させる原因たる事実との存在を成立要件とする契約。





日本の民法上、売買をその契約の種類から分類すると
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